
自己評価票 大利根分館

自己
評価

総合
評価

自己評価

達成 4 A 達成 達成値≧75％ 4

ほぼ達成 3 B ほぼ達成 達成値≧65% 3

やや不十分 2 C やや不十分 達成値≧50% 2

不十分 1 D 不十分 達成値＜50% 1

値の説明 数値

令和3年度実績 3件

要望のあった件数 3件

令和3年度実績 1件

要望のあった件数 1件

令和3年度実績 8件

要望のあった件数 8件

令和3年度実績 2件

前年度実績 2件

博物館コメント
現在、収蔵資料の確認を行っており、資料とデータベースとの突合等をすすめているが、コロナウイルス感染症拡大防止のため活動に制限があ
るため、情報化・公開までは実施できていないのが現状である。

現状の職員数では難しいた
め、実施していない。

大項目Ⅰの総合評価（Ａ～Ｄ） A

7
共同調査事業件
数

件数

現状の職員数では難しいた
め、実施していない。

調査研究

6 調査事業件数 件数 4

A

8
研究成果の公開
状況

論文研究報告

館内利用（学術調査等） 4

5
著作物資料への利用（出版物掲載
等）

4

　上段：達成値　下段：目標値

Ⅰ

収蔵資料
の整理・
保存有効
活用・調
査研究

収蔵資料

1 博物館資料の受入等

収蔵資料
の有効活
用

館外貸出（外部機関等展示等） 4

A

平成30年度以降、資料受入は行っ
ていない。

2 資料の情報化・公開実績

資料の整理は行っているが、現状
の職員数では難しいため、情報化・
公開までは実施できていない。

3

4

目標値＜50％

分類 大項目 中項目
小　　項　　目 達成

状況

千葉県立博物館の事業に係る自己評価票（令和３年度事業）

達成度（数値達成度のめやす） 満足度欄の達成度

目標値≧100％

目標値≧80％

目標値≧50％

総合
評価

備考
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自己評価票 大利根分館

値の説明 数値　上段：達成値　下段：目標値
分類 大項目 中項目

小　　項　　目 達成
状況

総合
評価

備考

令和3年度実績 4,466人

前年度実績 2,335人

令和3年度実績 2,275人

前年度実績 3,419人

令和3年度実績 1回

前年度実績 1回

令和3年度実績 1回

前年度実績 1回

令和3年度実績 3件

前年度実績 4回

令和3年度実績 45%

前年度実績 22%

令和3年度実績 16回

前年度実績 14回

令和3年度実績 21,517件

前年度実績 9,342件

令和3年度実績 11件

前年度実績 2件

Ⅳ
広報活動
の積極的
な展開

広報情報
発信

大項目Ⅳの総合評価（Ａ～D） A

博物館コメント 昨年度はコロナウイルス感染症対策のため企画展を今年度に延期したため、広報情報発信が増加した。

4

A2 HPでの利用状況 アクセス数 4

1 HP等の情報発信 アップ数

3
報道機関への情
報発信

取材件数 4

博物館コメント コロナウイルス感染症拡大防止等により、入場料収入は前年度実績よりは伸びている。

Ⅲ
財源の確
保

大項目Ⅱの総合評価（Ａ～D） B

博物館コメント
コロナウイルス感染症対策のため前年度予定していた企画展が今年度に延期されたため、入館者数と来館者の満足度が高かった。アンケート
では、十六島の成立や県境、河童等の内容について好評だった。

4

A

コロナウイルス感染症拡大
防止等により、入場料収入が
伸びなかった。

外部資金 2 外部資金の獲得 件数

現状の職員数では手続きが
できないため、目標を定めな
い。

入場料 1 入場料収入

企画展以外の時期のアン
ケートは行っていない。

アンケート満足度
「とっても良かった」
＋「良かった」の割
合

A

大項目Ⅲの総合評価（Ａ～D） A

達成率

展示の充
実

館へのアンケートは実施して
いない。

7
企画展

令和3年度実績 95% 4
ちばらきｰ千葉県と茨
城県の境ｰ

4
企画展

実施回数 4
ちばらきｰ千葉県と茨
城県の境ｰ

3 常設展示 更新回数 4

今年度は、コロナウイルス感
染症拡大防止による休館が
なかったため

2
企画展

入館者数 2

昨年度はコロナウイルス感
染症拡大防止のため休館し
ていたので、目標値は一昨
年度の数値とした。

ちばらきｰ千葉県と茨
城県の境ｰ

Ⅱ
入館者数
と来館者
の満足度

来館状況

1 博物館 入館者数 4

B

総合的な
満足度

6 博物館

B

5 トピックス展等 実施回数 2

8 トピックス展等
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自己評価票 大利根分館

値の説明 数値　上段：達成値　下段：目標値
分類 大項目 中項目

小　　項　　目 達成
状況

総合
評価

備考

令和3年度実績 16校

前年度実績 8校

令和3年度実績 536人

前年度実績 252人

令和3年度実績 536人

前年度実績 252人

令和3年度実績 16校

前年度実績 14校

令和3年度実績 1,251人

要望があった数 1,251人

令和3年度実績 3件

前年度実績 3件

令和3年度実績 5回

前年度実績 5回

令和3年度実績 111人

前年度実績 100人

令和3年度実績 127人

前年度実績 1人

大項目Ⅴの総合評価（Ａ～D） A

博物館コメント
昨年度はコロナウイルス感染症拡大防止のため、団体受入れが中止となり、例年好評を博している出前展示と出前授業では実施方法を大きく制
限したため、減少した。今年度は活動制限が緩やかだった時期に出前展示の資料搬入のみ行う形に変更して実施した。

10 ボランティア活動 活動延人数 4

7

9 友の会活動 利用人数

友の会はない。

利用回数 4

8 利用者数 4

学校数 4

5 利用者数 4

2 入館者数 4

Ⅴ

学校及び
地域（関
係団体）と
の連携・
協働

学校との
連携

1

学校利用受入

学校数 4

A3 生徒・児童 入館者数 4

地域関係
団体との
連携

6

連携・共催（大
学、NPO等）

団体数 4

A

4

博学連携（幼小
中高への出前講
座等）

自己評価票（大利根分館）3



自己評価票 大利根分館

値の説明 数値　上段：達成値　下段：目標値
分類 大項目 中項目

小　　項　　目 達成
状況

総合
評価

備考

令和3年度実績 64人

前年度実績 97人

令和3年度実績 56人

前年度実績 97人

令和3年度実績 247人

募集員数 216人

令和3年度実績 26人

館設定3年度の目標 25人

令和3年度実績 49人

募集員数 72人

令和3年度実績 26人

館設定3年度の目標 10人

令和3年度実績 1回

館の計画 1回

令和3年度実績 1回

館の計画 1回

現状の職員数では難しいた
め、実施していない。

大項目Ⅶの総合評価（Ａ～D） A

博物館コメント 実習・研修については配置職員の人数では対応ができないため、受け入れを行っていない。安全管理の研修などは行った。

6 防災訓練実施等 実施回数 4

安全管理

5 研修会の開催 実施回数 4

A

2 教員等の研修

現状の職員数では難しいた
め、実施していない。

博物館コメント
講座や体験教室の希望者数は例年よりも多かった。しかし、コロナウイルス感染症拡大防止により体験者に付き添う方を部屋に入る人数を制限
する必要があり、参加者数はその分少なかった。講座や体験教室のアンケートは実施していないが、「かわいいカモをつくろう」「まが玉づくり」は
定員を上回る希望者があった。

Ⅶ
人材育成
と安全管
理

実習
研修

1 博物館実習

現状の職員数では難しいた
め、実施していない。

3 職場体験

現状の職員数では難しいた
め、実施していない。

4 インターンシップ

大項目Ⅵの総合評価（Ａ～D） B

利用状況 13
相談件数
（来館、メール、電話
等）

利用件数

Ⅵ
教育・普
及活動

来館状況

A

松ぼっくり
のミニツ
リー作り

体験教室のアンケートは徴
取していない。

11

土器ッとし
おりづくり

まが玉づく
り

講座のアンケートは徴取して
いない。

総合的な
満足度

7

講座

水郷の自
然と歴史 満足度「とっても良

かった」＋「良かっ
た」の割合8

展示関連
講座等

12

9

体験
教室

かわいい
カモをつく
ろう

満足度「とっても良
かった」＋「良かっ
た」の割合

10

参加者数 4

希望者が多かったため、回
数を増やしたため、参加者数
が多かった。

4
土器ッとし
おりづくり

参加者数 4

コロナウイルス感染症拡大
防止により体験者に付き添う
方を部屋に入る人数としたた
め、参加者数を制限し目標
値も減少した。

3
かわいい
カモをつく
ろう

体験
教室

松ぼっくり
のミニツ
リー作り

参加者数 4

コロナウイルス感染症拡大
防止により体験者に付き添う
方を部屋に入る人数としたた
め、参加者数が制限し目標
値も減少した。

6

5
まが玉づく
り

参加者数 2

希望者は多くキャンセル待ち
も出たが、講座回数が決まっ
ていたため実績は増えな
かった。

参加者数 2

C

2
展示関連
講座等

参加者数 2

1

講座

水郷の自
然と歴史
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自己評価票 大利根分館

値の説明 数値　上段：達成値　下段：目標値
分類 大項目 中項目

小　　項　　目 達成
状況

総合
評価

備考

令和3年度実績 2団体

前年度実績 0団体

令和3年度実績 5人

館設定3年度の目標 0人

令和3年度実績 201回

前年度実績 128回

総合評価と次年
度への対策

コロナウイルス感染症拡大防止により多くの制約の中で事業を実施する必要があり、大きく影響を受けた。当館は令和2年度に策定した「千葉県
立博物館の今後の在り方」に基づき、将来的な本館への機能集約に向けた準備を進めている。次年度以降は、収蔵庫整理などの課題をこなし
ていきたい。

博物館コメント 今年度はコロナウイルス感染症対策をしながらの開館であり、職員は以前よりも多くの制約の中での運営に努力した。

総合評価（Ａ～D）　　 ［各達成度の平均］ A

A

入館確認票への記入/スタッ
フのマスク着用/検温、手洗
いの実施/アルコール消毒液
の配置/飛沫防止シートの作
成、設置/入館者のマスク着
用/館内共用部の消毒/展示
室内空気循環の励行/ソー
シャルディスタンスの掲示/
入館者制限/講座や体験教
室の人数制限/イベント昭和
の名車の中止/パンフレット
類の撤去/トイレ使用方の掲
示/
なお、回数は開館日数

大項目Ⅹの総合評価（Ａ～D） A

Ⅹ その他
コロナウ
イルス感
染症対策

1 館内消毒の実施等感染対策実施 4

大項目Ⅸの総合評価（Ａ～D）

博物館コメント 大利根分館は職員数が少ないため、ICTの活用は実施できないのが現状である。

4
デジタル・デバイ
ド解消のための

対策
実施回数

Ⅸ
ICTの活
用

ICTの活
用

現状の職員数では難しいた
め、目標を定めない。

2
デジタルミュージ
アム等のコンテン
ツの利用状況

視聴数

1
デジタルミュージ
アム等のコンテン
ツの作成・整備

制作数

3

インターネットを
活用したオンライ
ンでの講座等の

開催

開催回数

大項目Ⅷの総合評価（Ａ～D） A

博物館コメント
昨年度はコロナウイルス感染症対策のため団体入館は中止していたが、今年度再開したものの人数制限等により多くは無かった。外国人来館
者が少なかった理由もコロナウイルス感染症のためかと思われる。

A

2 外国人来館入込 4

Ⅷ
観光資源
としての活
用

観光連携

1 県外来館団体入込 4
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